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研究成果の概要  

本研究課題は、ポリカーボネート（PC）の「合成」、「機能化」、「物性評価」、「分解・分離」、分解

生成物を肥料として活用するための「植物の栽培」に関する分野横断型の融合研究である。本年

度の成果を項目ごとにまとめる。 

＜PCの合成＞ 

ジオールと二酸化炭素を直接反応させ PC を得る手法は、水のみを副生するグリーンな反応系

として注目されている。特定のジオールと二酸化炭素からのポリカーボネート合成において、溶媒

の選定を行うことで、高分子量の PCを高収率、高選択的に合成できることを明らかにした。 

＜PCの機能化＞ 

石油由来 PCおよび糖由来 PCの粒子化および粒子構造制御を目指し、溶媒溶出法により各種

条件と粒子形態との相関を検討した。結果、密実構造から多孔質構造などの制御因子を明らかに

した。 

＜PCの物性評価＞ 

バイオベース PCの密度揺らぎは石油由来 PCに比べて、密度揺らぎの振幅が大きくなっている

ことがわかった。 

＜PCの分解・分離＞ 

アンモニアによる PC 分解において、親水性のコモノマーを共重合することで分解が速く、疎水

性のコモノマーを共重合することで分解が遅くなることがわかった。 

分解生成物であるモノマーと尿素の分離技術の開発は必須である。水系での分離を目的とし、

充填カラムに使用できる微粒子の開発を目指している。可逆的付加開裂連鎖沈澱重合（RAFTPP）

による µmサイズのリビング高分子微粒子の合成および表面開始 RAFT重合による高分子微粒子

表面へのグラフト鎖の導入に成功した。 

＜植物の栽培＞ 

バイオベース PC分解生成物であるイソソルビドが植物の生育を改善するかを検討した。シロイ

ヌナズナを用いた解析では、地上部及び根ともに生育改善がみられた。 

石油由来 PC分解物由来の尿素、バイオ由来 PC分解物（尿素とイソソルビド）を供試してコマツ

ナの栽培実験を行い、どちらも市販の尿素と同様の肥料効果があることを確認した。 
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